
織

田

斡

後

記

O
大
東
混
戦
争
第
二
年
、
新
し
い
懸
史
の

創
迭
の
五
歩
は
堂
々
と
臨
み
出
さ
れ
ま

し
に
つ
陸
に
海
k
a
k
、
祖
先
の
名
を

辱
し
め
ぬ
皇
室
の
勇
武
氏
深
い
感
謝
を

捧
げ
る
と
北
ハ
記
、

新
し
い
世
界
の
指
導

者
に
る
皐
閣
の
使
命
の
重
大
な
る
を
痛

感
一
致
し
ま
す
時
、
我
等
漢
文
墜
を
島
一
ぷ

者
の
賞
、
少
か
ら

F
る
も
の
必
ぬ
る
こ

子
}
ぞ
考
へ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

O
昨
秋
鈴
木
虎
雄
先
生
に
一
週
間
に
亙
つ

て
特
別
講
義
を
御
類
致
し
ま
し
七
。
御

多
忙
中
に
も
拘
ら
十
御
快
訪
問
下
さ
れ
、

更
に
そ
の
速
記
の
甚
だ
社
撰
な
る
に
も

拘
ら
十
本
誌
に
載
せ
る
事
を
御
許
し
下

合

考基

議

報

さ
い
ま
し
に
御
厚
意
に
封
し
て
深
〈
感

謝
感
激
致
し
て
を

b
ま
す
。

O
卒
業
繰
上
に
よ

b
新
卒
業
生
は
十
二
月

廿
六
日
め
で
七
〈
卒
業
さ
れ
ま
し
亡
。

O
種
々
の
事
情
か
ら
昨
年
中
強
行
の
設
定

の
色
の
が
非
常
に
遅
れ
申
諜
ゐ

b
ま
せ

ん
o

次
統
は
本
年
中
に
強
行
出
、
来
る
こ

左
〉
田
山
ひ
ま
す
。

。
倉
員
諸
氏
の
御
健
闘
を
御
耐

b
致
し
ま

す。

ハ
昭
和
十
七
年
二
月

寺
尾
記
〉

護
、、九 一

手HZ11 手fJB口 j莫t:p I=[J 安編
行 十 十 女
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